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このたびは石油ス I -ーブをお買い上げい 
ただき、まことにありがとうございました。 
■この取扱説明書と保証書をよくお読み 
のうえ、正しくお使いください。その 
あと保存し、必要なときお読みください。 

■裏面保証書の「お買い上げ曰-販売店名」 
などの記入を必ず確かめ、販売店か5 
お受け取りください。 



初使用時は給油タンクにな油を入れ、 
ストープにセツト後、30分む上待つ 
てか5点义してください。 

ご使用時は必ず新しい: a 油を、お使いください。 
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特にを意していただをたいこと (必ずお守りください) 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 

次のよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、巧の表示で区がし、説明していまず。 


この表术の欄は、「死 
/!\ IBIW t または重傷などを 

~ y ^ f «> V . ■け！—、ム ■ 


この表示の欄は、「死 t 
胃 a または重傷などを負ラ 



_ A 、 A ■^ム"け、ゎ ■ _——または重傷などを負う 

可能性が想定される」巧 

れる」内容でず。 1_ 6^9。 _ 

お守りいただく内容の種類を、次の給表ちで区分し、説明しています。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害 
を負5可能性または物 
的損害のみが発生する 
可能性が想定される」 
内容です。 . 


この絵表术は、 

Zj\/1\ 「ま意喚起」 F * 


( S )(§)®®(§) 


この絵表示は、気をつけていただきたい 
「ま意喚起」内容です。 


0© 


この絵表示は、必ず実行していただく 
「指示」内容です。 


この絵表示は、してはいけない「禁止」內容です。 


A 危巧 (DANGER) 


■ガソリン使用禁止 

♦ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
火災の原因になります。 



KEROSENE ONLY 
ガソリン巧用巧と 


A 警告 (WARNING) 


■換気公要 A 

♦換気せずに使用し]づけないでください。 1 m 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれが Vsr 

ありまず。また乳幼巧や呼吸器疾患などのかたは体調す良になるおそれがあります。 

使用中は必ず1時間に！〜2回 （1 〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

換気ずる時は換気扇を使用したり、2ヶ巧政上窓を開き風を通せば効率よく換気ができます。 
♦窓の凍結、地下室など換気が十分におこなえない場巧では使用しないでください。 


■スプレー宙厳禁 グ、 

•殺虫剤などのスプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどをストーブの上や前に( X 1 
絶对に放置しないでください。 

熱でスプレーあの圧力び上がり、爆発し、周埃でず。 


■寝るとき消义 A 

•寝るときやが出するとをは、必ず消火してください。予想しない事故が mm 

発生ずるちそれがちりまず。 


诉两に1〜2呂^ 
り〜2分） 

、 巧なする ノ 



■給油時消乂 

♦給油は、必ず消乂ボタンを押して、消火してか日行ってください。 
乂災の原因になりまず。 


■油漏れを険 

♦ 口金は正しく、確実に締めてください。 

♦ 口金を斜めに締めたりすると、簡単に□金が外れて、乂災の原因になりまず。 

♦ 口金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 


■燃焼筒は正しくセットずる 

•マッチ、ライターで点义した場をは、燃焼筒のすわりを確認するとともに、マッチ、 

_ライターをストーブ付近や置を台の上におかないでください。火災の原因になります。 

■空だき厳禁 

♦なべ、やかん、フライパンなどは、空だきしないでください。 

空だをずると义災の原因になります。 


〇 


〇 


〇 
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■消义ボタンを押しても、消义しないときはしん調節つまみを 
消义位置まで引き上げる 

♦消火を必ず確認してください。しんに夕ールが讨着している場合がほとん 
どですので、ずぐに r しんのお手入れ」をしてください。 （0^12.13 ぺージ） 


〇 


■不良な油使用禁止 

♦変質灯油（持ち越した： a 油など）、不純な油（な油拍がの油•水-ごみが混入した灯 
油など）を使巧しないでぐださい。 

♦異常燃焼やしんが下が5なくなるおそれがあ D ます。 


S) 



■やかんやなべなどの使用ま意 

•やかんやなべなどをのせた場台は振動や接邮によってやかんやなべなどの熱漏 
がこぼれ、やけどのおそれがあります。 

♦やかんやなべなどをフタの上にはのせないでください。 

内部に熱がこも0フタが熱くなり、やけどのおそれがあります。 

♦水滴が燃焼部や内部にかかると異常燃焼や故障の原因になります。 


A 


■異常-故障時使用禁止 

♦油漏れやにおい、ずすの発生、炎の色など異常や故障と思われるときは使用しないでください。 
事故の原因になります。緊急の場合でをあわてずにしんを下げて消火してください。 

■正常燃焼の確認 (邸10 ぺージ） 

♦しんを下げすぎた状態で使ラと、不完全燃焼し、においや一酸化炭素の発生の 
原因になりまず。器具を傷めることにちなります。 


0 

〇 


I 燃焼中移動禁止 

>燃焼中や消火直後は持ち運ばないでください。 

やけどのおそれがあります。また、転倒すると、火災の原因になります。 
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■居室巧給油禁止-給油時火気禁止 

♦給油は必ず居室外の火の気のないところで行ってください。 
火災のおそれがあります。 


0 


■大なべ禁止 

♦上面板の外周からはみ出ずような大さななベ、鉄板などをのせないでください。 
内部に熱がこもったり、炎が横にのびたりして異常燃焼のおそれがありまず。 
不安定なやかん、なべ、フライパンなどは使用しないでください。転倒するお 
それがありまず。 


A を意 （ CAUTION) 


風び当たる場所で使わない 

屋外や部屋の出入□などで使用しないでください。 

掃除機の排気、エアコンや扇風機の風が当たらないよラにしてください。異常燃焼や火災の原因になります。 


Q 


■巧類の乾燥厳禁 

♦な類などの乾燥には使用しないでください。 

衣類が落下して乂がつき、乂災の原因になります。 




■カーテン、寝具など可燃物近接厳禁 

♦力ーテンや奶1、ふとんや毛巧など燃えやすいもののテばで使思しないでください。 
火災の原因になります。可燃物との離隔距離は5ページを参照してぐださい。 


0 



告 （ WARNING) 
















A を意 （ CAUTION) 


■部分的な過大炎や赤熱ムラび出たままで使わない 



►すす発生や不完全燃焼の原因になりまず。 


■高温部接触禁止 ^ 

♦燃焼中や消火後しばらくは、燃焼部や高温部（天板やガード）に手などふれ 1^) 

ないでください。やけどをしまず。 

•ルさいお子様やからだの不自由な方のいる家庭では、特にま意してください。接 S 虫禁止 


ふく射熱に直接長時間あた目ない 特におモさまやお年寄りなど、ご自分で操 
低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。作できない方が使用するとをには、周囲の 

«_« 人が十分ま意してく ださし、 

--低温やけどについて I ---- 

♦比較的低い温度(4日で〜6日で）でも長時間皮ふの同じ所が熱せ日れると、熱い、痛いなどの 
自覚症状がなくてち低温やけどのおそれがありまず。 

♦なのよラな方は特にごま意を！ 

•乳幼児、お年寄り、皮ふの弱い方 

-眠気を誘ラ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用されたち-深酒 
•疲労の激しい方 



■燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 

♦燃焼筒のガラスが欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼したり、すすが発生するおそれがあります。 


■持ち運ぶときは消乂し給油タンクを巧く 

♦傾けないよラに静かに運んでください。特に階段などでは油漏れのおそれがありまず。 
♦引つ越し等の運搬時は私ず給油タンクを取り出し、油受皿内の打油を抜いてください。 
愼けた0、横倒しの状態で運搬しないでください。 


新旧-異種の乾電池を混ぜて使わない 

©©を間違えない。 

ショートさせない。 

分解、加熱、火への投入をしない。乾電池の破裂や液もれのおそれがありまず。 


■ストーブをひさず5ない 

♦床面、畳、じゆラたんなどを傷つけたり、本体底面の塗装がはがれてさびの 
原因になることがありまず。 


■消义後約 2 分間は再点义しない 

•生ガスが発生し、激しいにおいと異常着乂をおこします。 


I 


I マツチの燃えかすを機器内に落としたり、置台の上に置かない 

ガスライターもストーブの上や前に絶対に放置しないでください。火災の原因になりまず。 


■保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとを、または保管ずるとさは、必ず巧油を抜いて、電池ヶースか6乾電地 
を取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれがあります。 


■純正部品の使用 

• しんなどの部品は必ず指定の純正部品を使用してください。 
予想しない事故が発生するおそれびあります。 


S ) 


〇 


0 




Q 


〇 


〇 



窗齡固光郎おたる場所や高温になる場所 
く側：觀©こもる場所、他の熱源の影響を受ける場所) 


不完全燃焼の原因になることがあります。 


♦ マント沁ど…スなどストーブが囲われる場所 
♦塚こり、湿気ん盤属粉败い場所 
#殺親拙十分だ说ない場所 


■可燃物から離す 

• ふすまや障子などの可燃物か5ち記の距離をと日ないと火災の 
おそれがあ0ます。 


〇 


100 cmlU 上 


■スプレーや化学薬品を使用する場所でべ^ r ;-： 

使わない（理•美容院、クリーニング店、じソ J 

ゾツキ、塗装、脱脂、洗を工場など） 

♦フ□ンガスや塩素系溶剤は有毒なガスの発生により、健康を害することになります。 

また、鏡やガラスなどを傷め、金属がさびた0、繊維製品の変色•損傷、器具の故障の原因になる 
ことがありまず。 

■次の場所では使わない 


50cmlU 上， 


20cm 凶上 


50cm な上 


100 cmlU 上 


♦水平でない場所、不を定な場所 
♦ 不巧定な物を乗せた細などの下 
♦ 風の当たる場所や部屋の出入口 
♦ 可燃性ガスの発生する場所*たまる場巧 
♦人のいない場巧（温室、録青室など） 
♦高地（標高1000の1^1±;) 


0 


义災の原因になることがあります。 


■分解修理-改造の禁止 佩 

•改造して使用しないでください。 VjU 

•修理技術者 lam の人は絶巧に分解、修理は巧わないでください。 分^^ 

•故障、破損した5、使用しないでください。異常燃焼や火災の原因になることがありまず。 


■高電圧にミち意 

•点乂電極は点乂時に高電圧を発生させます。電池を取り外した直後、しん調節つまみを押し下 
ばると、高電圧を発生ずる場合がありまず。手を触れないでください。感電ずるおそれがあり 
まず。特にお子さまや高齡者のちにごま意ください。 

•点検•手入れ、掃除をする時は必ず乾電池を取りがし、しん調節つまみを押し下げ、放電させてください。 


A 

高圧を意 


■万一、事故びおこったとさはあわてずに消义器で消乂ずる 

•異常燃焼などでス I -ープか S 火び出たり、床などに火がついたときはあわてずに、 

消火器で消してください。 

■廃棄するときはな油を抜く 

•ス I ブを廃棄姐分ずるときは、必ず給油タンク、油受皿巧の口油を市販の給油ポンプなど 
で抜き取って、乾電池を取りはずしてくださし、。 

口油や乾電池が入ったまま廃棄するとリヴイクルの際に思わめ事故になるおそれがあります。 


〇 
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I ほこりの除去 

•置台などのほこりを、とをどを除去してください。 

ごみ、ほこりなどげつまると、異常隱⑩おそれがありまず。’ 

参燃焼部周辺や下皿など機器の揉こり‘をときどき掃隙してくだ左し、。 
ほこりが蓄積するとマツチ点义ムたと定燃え残りがほこりに引次し. 
て火災のおそれがあります。 
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A ミ主意 (CAUTION) 


お侵じに巧る苗 















各部のなまえとはた 6 を 


■効描 a 


-給油タンク 


.地啡 i 
-本体点火 ■ 



-しん調節つまわ 


r 斗黙 t ; 散ボタン 


爾 


点乂電極（巧部） 


-巧急歎ボタン 
を巧サイン 


排ガスミき化触媒 

拝为‘ス浄化触媒の働さで、 co (~ 酸化炭素)の発ちを 

軽減します。 

♦使用状況によっては触媒にすすが付着することがありま 
す。正常燃焼を継続することにより徐々に元の状態に戻 
りまず。 

♦軸媒は衝撃に弱<、壊れやずいため取扱いは十分にごま 
意ください。 

においとり装置 

においとり装置は消火時のにおいを少なくしまず。 

•消乂時、約2分間置がしますが、においとり装置の作動音で 
異常ではありません。 

♦ラジオなどを近づけるとにおいとり装置作動時に雑音が 
入るおテれがあります。 

♦乾電池が消耗ずると点乂しにくくなり、においとり装置は 
作動しな<なります。 

電子点乂装置 

♦高電圧放電をして、しんに点乂します。 

•乾電池が消耗すると点火しにくくなりまず。 

給油時自動消乂装置 

♦燃焼中に給油タンクを持ち上げると、自動的に消乂しまず。 

♦給油時は消火ボタンを巧して消义してか6給油タンクを 
取り出してください。 




——目印 
-しん外筒 


ご使用前の準備 


点乂する前の準備と確認 


■ストープを取り出ず 

♦各部の包装部材を全て取り除をます。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

■燃焼筒を正しく セッ トずる ^ ^^11りみ 、ぶ 

♦ガードをち図のように開いてください。 一端 A を燃焼筒- 

♦焼筒筒を収めている包装材を取り除き、燃焼筒をセットしてください。 一 ^^需 

♦ 燃焼筒トッテを正面に向けてしんが筒の真上か5のせ、燃焼筒 巧^3 ' 圈 燃帕 

トッテを2〜3回ちちに動かしてセットしてください。 ^3*、看 K - 

♦燃焼筒が傾いていたり、ガタついていると、すすやにおいなどが C _ LlkJ ® 

発生する原因となります。 くガードの友け方> 

■水平を確認ずる ①ガードを巧の奥まで巧し込み 

♦ か平で丈夫な巧面に設置する。 ® 上に持ち上げ、ガ-ドの上部' 

♦水平になっていないとをは、水平な場所に移動する。 を天板か日はずず。 

■乾電池（単2お4個）をセットずる 味巧昔面)®^ 

♦乾電池は別売でず。 J I 

♦単 2 おの同じ種類の新しいちのを4個用意してください。 1 ‘ .毒 

♦電池を取り付けるときは、©©を正しくセットし、®、⑤、③、 ® の順序に©側 
か5セットして<ださい。（逆の手順で巧うと©端子が変おずるおそれがちります） ぉ 

•電池の寿命のめやす （1 曰曰回、日力月間使巧の場合） 

アルカリ乾電池…約2シーズンマンガン乾電池…約1シーズン ^夕 


>種類の異なる乾電地、または新しい乾電地と古い乾電池を組み合わせて使用すると、液もれや破裂のおそれがありまず。 


し 使用燃料につし、て义•燃料は必ず口油 (JIS K 22031号な曲を使用してください。 


くガードのあけ方> 

① ガードを巧の奥まで巧し込み 

② 上に持ち上げ、ガードの上部> 
を天板か5はずず。 

味巧昔面） 


しん案内筒 


な^^马 

む-.'が 


電池ケース 


A を巧 ( DANGER ) ) 

® ガソリン使用禁止 

•ガソリンなど揮発性の高い油は、 
，絶対に使用しないでください。 
mvymrnt 义災の原因になります。 


A 注意 CAUTION ) 
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変質な油-不純な油使用禁止 

♦変質灯油、不純口油は 
絶対に使用しないでください。 


■な油とガソリンの見分けかた 

指先に使用燃料をつけ息を吹きかける。 
(乂の気のない所で行つてください） 




な巧は1 [ガソリンは 

めれたまま I I すぐ巧<_ 

区別がつをにくいとさは、お買い上、 
ばの燃料店にお問いをわせください。/ 


■変費！ a 油-不純灯油は使わない 
変質な油とは 

♦古いなミ由（巧シーズンより持ち越した灯油) 
• 日光の当たる場所、高温の場所で長期間 
保管した灯油。 

f 特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあ^ 

\けて保管したものは短期間で変質します 。 j 

極度にを質したものは黄色味がびったり、酸っぱし頃し地します。 


不純な油とは 

♦灯油切がの油（てんぷ5油や 
機械油、重ミ由、軽;'由、ガソリ 
ン、シンナー）などがほんの 
ねずかでも混入したな油。 
♦水やごみ、ドラム生のさびな 
どが、混入した灯油。 

♦ 灯油水抜剤や助燃剤を添加し 
たな油。 
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(^不良灯油の見分けかた^ 

変質打油、不純油などの不良な油の見分けかたは大変難しいで 
ずが一つの目安として、2つのコップを用意し、片方には水、 
もう片方には灯ミ由を入れて背後に白い紙をあてまず。 

少しでち毎がついていれば不良'灯油でず。 

紫外線で灯油が癸化した時は、灯油が変をしにくく見分けかた 
が難しくなりまず。 

ひと夏持ち越した灯油は無色透明でを使用しないでください。 
♦水と丹油の区別がつかないな日正常。 

♦巧ミ由にかしでち色がついていた6使用しない。 







‘白い紙 


I ^卜白い紙 
30 日で夕ールび 


■変質な油、不純な油を使用ずると 1 〜 30 曰で夕 一 J レが 
異常にたまり 

♦ 点乂不良や消火時にしんが下が5ず、乂が消えなくなる。 
•ずずが出たり、激しいにおいびずる。 

•燃焼筒の赤熱す足、異常燃焼になる。 

■水び憑入したな油を使用すると 

♦点义不良や燃えなくなり、火び消える。 


•しんに水:を含み、しんが上がらなくなる。 

♦ 給油タンクや油受皿がさびる。 

■万一、変質な油、不純灯油を使用したときの処置 

♦給油タンク•油受皿内の;'由を入れ替える （ 0^14ぺージ） 

♦しんのお手入れをずる （0^13 がージ）それでも効栗の 
ないとさはお買い上げの販売店に連絡ずる。 

(しんの交換が必要でず） 

変質口油、不純む油び原面をサー^を依頼された場台は、 

保記期 間中でも巧証の対象外となります。_ 

■な油の保管は大切に 

打油は乂気、雨水、ゴ S 、 高温及び直射日光を避けた 

場所に必ず保管してください。 

• 打油は翌シーズンに持ち越さない 
シーズン終了前に使いきってください。 

♦灯油は直射日光を猫す、専用のきれいな容器を使用 
してください。ホ、青などの着色されたポリ容器 
(灯油用）で保管してください。ポリ容器の瓦た 
は確実にしめてください。 

•灯油用として推裝マーク付（曰あポリエチレンブロ 
—聲品工業会推奨）のものが市販されていますの 
で、それをご使用ください。 

• ドラムをなどで長期間大量に保管しないでください。 

♦ポリ容器に雨水がかか5ないように 
ロミ由に水が混入し、燃焼不良の原因になりまず。 


良い保营 



悪い保管 


1給油タンクを取り出し、 

■ 逆さにし、□金をはずず 

♦□金を左にまわず。 

•給油タンクを取り出すときは、 

こぼれた油はふき取る。 1/ ^ I 

• □金に砂やごみがついたり、 パ 

入ったりしないように注意ずる。 

個転が重くなります） 開^!^ 

♦給油ロロ金のさび、変形、 

回商不良および破損がないか 
確認する。2ぺージ r 給油タンクの点紛） 

3 「カチツカチッ」と 

音びずるまで口金をしめる 

漆暮霸靈緒面う 


>赤色の線が見えなくなるまで口金を 
もに回し、「カチツカチツ」と音がす 
るまで確実にしめてください。— 


A 警告 

2 給油 

•給油 


給油は必ず消火して、义の気のない 
ところでおこなつてください。 


赤色の線 


給油ずる 

•給油タンクを下図のようにして、油量計を 
見なが5、上限をこえないように給油する。 


お油口 

k / /給油タンク< 



油麗が 

午上昭 

油び入ると 
巧く巧わる/ 


給油タンクとって1^ ノ 

■給ミ由ずるときの目安 

•このストプには給油の目まを示ず r 給油サイン J がついてしげす。 
♦油が少なくなると、給油サインがホ包こなりまず。 
•完全に赤色になってか5、約1時間をに油切れになりまず。 

青色1赤色；ホ色 


閉める ^ 

♦必ず乂の気のないところで口金を下にして油漏れ 
がないか確かめる。 


油び多いとを油がかないとき油がないとを 

• r 給油サイン」の色び r ホ J になりました6消乂して 
給油してぐださい。 _ 

♦給油□周辺び多か黄色くなることがありまずが、 
異常ではありません。 


お使いになる前に 
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使いかた点义 • 消义のしかた 


使い始め、しんの手入れ、しんの交換の後は 
給油後、約30分切上待って点火してください。 


電子点义のしかた 



印口に 
あねせる 


燃焼筒 



しん調節つまみを — 

止まるまで押し下げる 

•け少後に「ピー」といラ放電音 
びした時、しん調節つまみか 
ら指をはなしてください。 


•はなした後に、自動的に点火し 
まず。 

♦点乂後、多少においがしまず。 

•点火後約5分間程度は、「ボッ 
ボッ」と音のすることがあり 
まずが、異常ではありません。 

•点火を確認したら、しん調節 
つまみか5指をはなしてくだ 
さい。 

•点乂していない場合は、点火 
操作をくりかえしてください。 

燃焼筒のずねりを確認ずる 

•燃焼筒トッテを持って、左ち 
に2〜3回動かし、目印に台わ 
せて正面になるようにセット 
してください。 

• しん案内筒に正しくずわって 
いるかを確かめてください。 





巧な917{巧& 


病火ミ 


■電子点乂が使えないときの点义方法 

^ 1 ガードを開< 

'肖** I しん調節つまみをゆっくりと止 

_ し レ^ ■ まるまで押し下げ、しんをいっ 

ぱいに上げる。 


〇印 ] マッチまたはライターで 
しんに点火ずる 

备 kxlfcPJ ♦燃焼筒トッテを持ち上げ、 0 印 
さ の位置か5しんに点乂ずる。 




燃焼筒 I 


燃焼筒をもどし、ガードを閉める 
• 燃焼筒をしんが筒の上に静かに 
もどす。燃焼筒トツテをちちに 
2〜3回動かし、目印に合わせて 
正面になるようにセツトする。 
•しん案巧筒に正しくすわってい 
るかを確かめる。 




♦ 工場での燃焼テストによりしんに'灯油が含まれ 
ている場含があります。このため、給油前に乾 
電池を入れて、点火操作を巧ラと点火すること 
がありまず。 

• 使い始めの点火後数分間は多少加工時に付着し 
た油が焼ける異臭がします。 

•給油タンクについて 

点火する前に麻ず給油タンクをセツトしてくだ 
さい。セットしないと給油自動消火装置が働を、 
しん調節つまみがちど0、点火で定ません。 





ぎを消火 





**•!"*«. 
H ■ご tA で 

* かて<¢¢1、. 



しん調節つまみをゆっくり引き 
上ばる 


しん調節つまみを「消火位置」までゆつく 
0止まるまで引さ上げて消乂します。 

(速く上ばるとにおいが出やずくなります。 ) 


2消义を確かめる 

"• においを少なくずミ 


におし巧少なくずるために、 .3 〜已分程燃焼（炎が一部残る） 
して消火しまず。消火を確認してください。 

しん調節つまみが「消义位置」にあり、乂が消えたこと 
を確認してください。 


裝急消义 



緊急消火ボタンを押す 

• このとき急速に消乂させるたゆ、におい 
やすすび発生する事があります。 


ヴ肖义を確かめる 

^ •しん調節つまみび「消火位置」にあ0、乂が消えたこと 
を私ず確認して < ださい。 

♦消火したときの音が気になるときはしん調節つまみを 
消乂位置まで引さ上げて、消火してください。 

■消乂しない（しん調節つまみが r 消火位置」に 
戻！ 5 ない）とき 

♦しんの上端部に夕ールが付着し、しん調節つまみが消火位置に 
もど5ないことがありまず。このよラなときは 

口」しん調節つまみを消乂位置 
i 肖ん ' es まで引き上げる 

「しんのお手入れ」をする 
しん韵節つまみ■八^ (風 n 3ぺージ） 


( ワンポイントアドバイス） 

お部屋の保溫をしましょう 

カーテンを二重にして床までの長さにして 
暖房すれば、お部屋の熱を逃がさず、暖か 
をが保てまず。 

手についた巧油は 

ヴラダ油を少し手につけ、こずりましょラ。その 
後石けんで洗えば、いやなにおいち落とせまず。 

こぼれたな油はずぐキレイに 

こぼれたな油の上に洗濯用粉末洗剤をふり 
かけ、灯油を吸い取ります。あとは、かわ 
いた巧でふきとってください。 


使いかた 
































使し、かた 炎の調節のしかた 


点义後、必ず炎の調節をしてください。 

♦炎の調節は、しん調節つまみでおこないます。 

•部分的な炎の伸びや赤熱ムラがでるときは燃焼筒トツテを 
左ちに「2〜3回」動かして炎を安定させてください。 
•燃焼筒を動かしても炎が伸びるときは、しん調節つまみを 
かし上げて「炎の状態の目安」の範囲で調藝してください。 


炎を強<するとを 


消义* 
目巧一 


か am •ミ 
■■ «■ 

点义 V 


しん調節つまみを 
「強」方向に動かす 


炎を弱<ずるとさ 


消义 A 


点义 V 


しん調節つまみを 
「弱」方向に動かす 

• しん調節つまみの目印が「弱 J 
位置を越えないように調節する。 
(操作つまみげ自然に止まる位 
置が下限の目安です） 


消义 


燃焼調節 >弱 
乾圓強 

点义 V 


この範囲び 
燃焼調節でをまず。 





♦ r 弱」から「強」に炎を調節するとさ、炎を見なが！5、ゆっくり巧ってくだ 
さい。急激に動かすと、一時的に炎が伸びて、天板から炎が出たり、すすが発生 
ずることがあ0ます。 

•炎び大きくなったとき、しん調節つまみを「弱」方向に動かして、炎の 
状態の目安 （0^11 ページ）に調節してください。 

•炎の状態の目安を参考に炎を調節してください。 

♦室内の溫度調節は換気をかねて窓の開閉などで調節してください。 


給油時自動消乂装置 


炎の状態の目安 


〇 


让限） 


KOOOOOCOOOOOl 


(下限） 


1000誦000日明 


炎の長さが 
1 〜 3cm 


1/3 く 6いが 
赤熱している 


しんの上げずぎ 一也 

_ L じ iM ；]。’] む巧 

0 


赤乂やすすの原因になり 
機器を傷めることにもな 
ります。 

しんの下げずぎ 


[ ： 80G 0330000 0(1 




しんを下ばずぎた状態で 
使5と、す完全燃焼し、に 
おいや一酸化炭素の発生 
の原因になります。機器を 
傷めることにもなります。 


巧震自動消乂装置 

使用中、強い地震や衝撃を受けたとさはしんを下げて 
自動的に消乂します。 

♦巧震自動消乂装置は、 J にに定め5れた10□〜19曰 
ガルの振動により作動ずるように調整してありまず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油のあふれなど異常がないことを確認した 
後、再点火してください。 

巧震自動消乂装置を正しく働かせるために 
• しんに夕ールが付着している場合は对震自動消火装 
置び正しく働かないことびあります。 

緊急消乂ボタンを巧して消乂したとさ、しん調節つま 
みが消火位置にもど日ないときは、タールが付着し 
ていまずのでおずしんのお手入れをしてください。 
(^13 ぺ—ジ） 


燃焼中に、給油タンクを持ち上げると、自動的に消火しまず。（しん調節つまみが「臭いひかえめ消火位置」 
に戻ります）給油時自動消乂装置は、消乂した状態（しん調節つまみが r 臭いひかえめ消火位置」の状態） 
でも働きます。給油タンクをセットすると、白動的に給油時自動消乂装置にセットされます。 

♦給油タンクが確実に入っていないと、給油時自動消义装置にセットされず、点火できません。 

♦燃焼中に、給油時自動消火装置び働いた場苗、消火時のにおいが強くなることがあります。におい 
を抑えるため、しん調節つまみで消乂さを、しば！5くしてか S 給油タンクを取り出してください。 
♦取り出すとを、給油タンク(ホストーブの天飯の上を通過させないでください。な油がたれると、 

火災の原因になりまず。 


使いかた 
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日常の点巧とお手入れのしかた 


お手入れの前に必ずお守りください 


お手入れずるとさは消火し、冷えたこと 
を確かめてか5、お手入れしてください。 


逸紙 

A 

高圧ミ主意 


■高電圧注意 

• 点火電極は点火時に高電圧を発生させます。 

電池を取り外した直後、しん調節つまみを押し下げると、高電圧を発生ずる場含がありまず。手を触 
れないでください。感電ずるおそれがあります。特におモさまやお年寄りなどにご注意ください。 
•席検•手入れ、掃除をする時は必ず乾電池を取りかし、しん調節つまみを巧し下げ、放電させてください。 


使用ごと 


点検箇所 


ストーブの周囲 


点検巧容 


•可燃物や障害物がないか。 


処置方法 

参周囲を整理•清掃し、可燃物をか 
たづける。 


置台 • 給油タンク 


本体、反射板、置台 
など 


外観（天板） 


燃焼筒 


給油タンク 


乾電池 


>油のたまりがないか。 

»油漏れ、油のにじみがないか。 


• 油やほこりでミちれていないか。 


♦化繊などのほこりが焼をついたり、 
ミちむていないか。 

•変形がないか。 

♦ ガラスに割れやみいてち取れない 
白いくちりがないか。 _ 

♦給油口•口金のさび、変形、および 
破損がないか。 


>点乂しにくくなったり、点火の 
r ピー」という放電音が低くなっ 
たり、途中でとぎれることびないか。 


力月に1回上 


点検箇所 
燃焼部品（しんが筒、 

しん案内筒上部など） 


巧震自動消火装置 


点検巧容 


• タールやごみが付着していないか。 


♦本体をが平にゆすって消乂装置が 
作動し、しん調節つまみが消乂位 
置にもどるか。 


春こぼれたり、漏れたり、たまって 
いる油、にじんだ油をふをとる。 
♦油漏れしているときは新しい給 
油タンクと取り替える。 

_ (お買い上げの販売店にご相談くだをい)_ 

• 乾いたやね!5かい巧でふく。 

(ベンジン、シンナー、クレンザ 
_ —などでふかない）_ 

• しめ6はたやね S かい巧にクレンザー 
をつけてふく。（天板はホー□—仕上 
ばですので、ミちれがとれます） 

泰交換する。 

(お買い上げの販売店にご相談< 
ださい) _ _ 

•さび、変形、および破損があるとき 
は新しい給油タンクと取り替える。 
(お買い上げの販売店にご相談ください 
- 、 

♦新しい乾電池（単2お4個）に取 
り替える。 


処置方法 

•燃焼筒をはずし、©ドライバー 
の先やブラシを使って、燃えか 
ずなどを取り除く。 

♦ しんのお手入れをしても作動し 
ないとさは、お買い上げの販売 
店にご相談ください。 


次のことを必ずお守りください 

♦巧震自動消火装置を分解-調節しない。 
•しんを切ったり、引っぱったりしない。 


1シーズンに！〜2回 


♦ 置台や前面パネルの下部のほこりを掃除する。 

ほこりがたまると異常燃焼の原因になることびあります。 

♦ 給油時自動消乂装置を点検する。 

しん調節つまみを下に止まるまで巧し下げて、給油タンクを持ち上げ、作動するか確かめる。 
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処置方ミ去 


曲を抜を取り、しんを交換し良! 
寶の巧ミ由を使用ずる I 

反いた灯油の処分は、灯油をお! 
胃い巧めになった版売店にご相 I 
設< ださ_し、 __ ! 

しんを下げて炎を正しいおのが I 
割こする _ I 

しんを上げて炎を正しい炎の状! 
割こする_ 

しんのお手入れを行ラ 

妾い始め、しんのお手入れを（か I 
5焼きクリーニング後）、しん交 i 
契をは約30分待つ I 

しんを交換する 

み3を正し<入れなおす、交は I 
臣電油を交換する I 

宿油タンクを本化に入れる I 


然焼筒を正しくセットする 


折しい部品と交換ずる 


参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

14 

10 

10 

13 

13 

14 
6 
7 

a 

14 


♦ しんのお手入れ中はにおいが発生しまずので、屋外で風が当た己ないよう.にして、巧ってください。 

♦風が当たる場所で行ラと、異常燃焼や火災の原因になりますので、必ず風の当た曰ない場所で行 P てくださし、。 

このよ 5 なとさほ次の手順にしたびって 
しんのお手入れをなっで:< ださい。 

^ 1給油タンクを空にじ、本体に 

■ セットずる ろ 

^ ク点火し、 


r 2点火し、龍させ意 

3 ' 燃やしさる ^ 

_自然に乂が消えるまで（約目日分）燃やしきる。 

粒 MB 

• I 回のしんのお手入れで効果がなし化きは、給油して約30分間（しんに口油が十分吸い上げ5れるまで）放置した後で、上記の手順で再 
度しんのお手入れを巧ってください。しんのお手入れをしても効果がないときは新しいしんと取り替えてください。 （{^14 ぺージ） 

• しんのお手入れ後使用されるときは給油後約30分（しんに灯油が十分吸い上げ日れるまで）待って点乂してください。 

• しんの先端を八サミなどで切5ないでください。 


定期点巧について 


• 長期間ご使用になりますと機器の点検が必要になります。2シーズンに1回程度、シーズン終了後などにお買い上げの販売 
店または修理資格者隔団法人日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 日 3-3499-2928) で行う技術管理講習会修了者（石油機 
器技術管理±)など】のいる店に点検依頼されることをおすずめしまず。 


巧障かな？ 


次の表にがつてちう一度お確かめください。直5ない場合には、お買い上げの販売店、または当社までお問い合わせください。 












しん先端にタールやカーボンび付着ず 
ると、次のような現象がおこりまず。 

•燃焼筒が赤熱しない。 

♦においがずる。 

• しんの上下操作が重くなる。 

•点火しにくくなる。 

♦消乂時、しん調節つまみがもとまで戻5ない。 


しんのお手入れ（か6焼きクリーニング) 


L 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) 


^修理- サービスを 依頼されるまえに 




おすス f •巧管 

















部品交換について 


しんの取り替え 


( A を意) ■純正部品の使用 

• 「曾しん」は必ず J 旧適合検査合格品ラベル（ち図）のつい 
た純正しん「曾しん 0 S -66」 を使用してください。 
♦ストーブに適合しないしんや、類似品を使用されまずと、不 
完全燃焼や火災の原因になるばかりでなく、ストーブを傷め 
まずので、絶巧に使用しないでください。 

^~~しんの交換方法は「替しん」についている「燃焼機器用しん取; 


燃焼筒の交換 


•燃焼筒が著しく変形したり、ガラスが破損したとさは、お買い上げの販売店にご依頼ください。 


ぶ願い 


♦ 交換部品はストーブをお買い上げの販売店でお ♦ 不完全な修理は危険です。お買い上げの販売店または 

求め<ださい。 財団法人曰本石油燃焼機器保守協会で巧5ほ術管理講 

ストーブに適をしない部品を使用しまずと事故 習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店 

や故障の原因になりまず。 の修理をお受けください。 

消耗-努化しやずい部品 

♦使用期間により交換が必要な部品 ♦変質巧油、不純灯油の使用により劣化しやずい部品 

しん乾電池燃焼筒点火電極 しん 



保管のしかた 


長期間使わないとさ 


1給油タンク.油受皿内の'灯油を 
I 全部巧を取る 

♦水、ゴミなどを残したまま保管すると、タンク 
巧面のさびや穴あきの原因になったり、しん上 
下不良の原因になることちありまず。 

♦ 口油を抜いたあとは、内部をよく乾燥させてく 
ださい。 

2 しんのお手入れをして、しんを下げる 
(幅=12,13ぺージ） 

•しんの寿命を延ばし、長くご使巧いただくためです。 

3必ず乾電池を取りはずす 
社ストーブのが観を掃除ずる 

1♦天板、本体、下部反射板、置台などを掃除して 
<ださい。 


※な油の廃棄処分は、口油をお買い求めになった販売店に 
ご相談ください。 


巧の要領でお手入れしてください。 


ミ巧受皿 



給油タンク受 


みし傾けて抜く 

給油タンク受 

/た 


5 保管ずる 

♦乾燥した J 


ち菅ずる 給油ポンプ 乂 

>乾燥した場所に水平に保管してください。 （市販品 ） ii 

>傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しない n ふ、 

でください。 恩，. 


油受皿内の 油 巧き方法 
①給油タンク受をはずす。 
③給油ポンプで油を抜く。 


/適当な容器 
(約 1 L ) 
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お客様の個人情報のお取0扱いについて 

お受けしましたお客様の個人情報は当社個人情報保護方針に基づき適切に管理いたします。 

また、お客様の同意がない限り、業務委託をする場合及び法令に基づき必要と判断される場合を除き、第兰者へ 
の開示は行ないません。 

く利巧目的> 

お受けしました個人情漸ま、商品サービスに関わるごネ目談•お問い合わせ及び修理対応のみを目的として使用さ 
せていただをます。尚、この目的のために当社((株)グリーンウッド)及び関係含社で上記個人情報を利用ずるこ 
とがあ0ます。 

く業務委託の場含> 

上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を実施させるとと 
もに適切な管理•監誓をいたします。 

保証と アフターヴー ビス (よくお読みください 

■修理を巧頼される前に 

もう一度 r 故障かな？」13ページを見なが5点検していただき、それでも異常があるとをは、お買上げの 
販売店に裏表紙の保証書をお示しのラえ、お申し出ください。 

■保 i 正について 

正常な使用状態で保証期間内に故障した場合には、お買上げの販売店で無料修理いたします。 

無料修理期間を経週した後の修理については販売店にご相談ください。修理することにより性能が維持で 
きる場合は有料修理いたしまず。なお、当社は販売店か!5の注でにより補修用性能部品を販売店に供給し 
ています。 

■補修用性能き B 品の保証期間について 

石油ストーブの補修巧性能部品の保有期間は製造巧切り後、6年でず。 

♦性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

この商品は巧かでは使用でまません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY) 
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買 


長年ご使用の石油ストーブの病検を 




このよラな 
をげは 

あ日まだん I か 


♦油ちれがする 

•白煙が出たり、避いにおいがずる 
呼..雲霉韶音がする 
i かを■の微 D 翼常や薇障が I 泰る 



ご使用 
中止 


しソ上のような症状のとさは使巧を 
中止し、故障や事故の防止のため 
必ず販売店に点検をご相談ください。 


《2シーズンに1回程度のを期点検をおずすめしまず。 




種 類 


力 


暖房 


使用燃料 


点乂方式 


重 


約 7.9 kg 


X 幅34日 mmx 奥行327 mm (置台を含む) 


高さ49目 


給油時自動消乂装置 


対震自動消乂装置 


内径巧65 mm 厚さ2•日 mm 


呼び寸法 


普通筒しん 


11万 （7 畳）まで/コンクリート16.日（10畳）まで 


標準適 


1目.0時間 


燃焼継続時間 


4.4 L 


油タンク容量 


2.80 kW (日ぶ72し/がも 


燃料消費量 


2.80講 


な油りに K 22 a 刖琴：13齡 ft 


高圧放露な义（単2乾電池;1..5\/ 4個使用) 


しんぶ • 


AKP - S 282 


型式の呼び 


!の新しいものを4個用意してください。 


※乾電細ま別売です。単吕おの同じ 


お手入む•侍管 











































